









































































1960（昭和 35） 69.3 18.2
1961（昭和 36） 64.9 21.7
1962（昭和 37） 59.2 27.0
1963（昭和 38） 49.1 35.2
1964（昭和 39） 37.7 45.4 16.4
1965（昭和 40） 27.6 50.5 21.5
1966（昭和 41） 20.5 54.5 24.4
1967（昭和 42） 18.0 57.4 23.4
1968（昭和 43） 16.0 52.4 27.0
1969（昭和 44） 12.7 43.0 33.2 11.7
1970（昭和 45） 5.1 51.0 26.5 16.5
1971（昭和 46） 4.4 47.5 26.3 21.8
1972（昭和 47） 3.0 48.1 27.6 21.4
出典： 財団法人自転車産業振興協会編『自転車統計要覧』；同『自転車の一世紀─日本自転車産業史─』（同協
会 ,1973）, 448.
史料と先行研究についてあらかじめ述べておきたい。日本サイクリング協会は 1954 年（昭和 29 年）
















昭和 10 年（1935 年）頃から、わが国に「サイクリング」という言葉が定着する戦後最初のサイクリ


























































































誌 1956 年 8月号に掲載された一文が「青春を謳歌する男女若人の姿はまことに頰笑ましい」25）とエー
ルを送っているように、担い手の軸は青少年層一般に移っており、サイクリングの大衆化が戦後を特
徴づけている。このような大衆化現象は、戦時下での集団走行の催しにすでに現れていたが、女性の
姿が格段に増えた点に時代が表現されていたといってよいだろう。1954 年 5 月 16 日、読売新聞社主

















キング」や「遠乗り」などの言葉は 1956 ～ 57 年のブーム期にも使われていたが、やがて「サイクリ































サイクリングクラブも急増した。1956 年 4 月段階で、日本サイクリング協会に登録した団体は 32、
145わが国サイクリング史の一断面
会員は約 5千人。職場や学校などのグループを入れると、サイクリストは約 1万人、と同協会は推計


























となろうが、当時は必ずしもそうではなかった。1955 年の大卒男子初任給の平均は 1万 3千円に満た
ぬ水準であり、他方スポーツ車の値段はブーム期の 1956 ～ 57 年に約 2万 5千円と普通車の倍であり、
容易に手の出せる価格ではなかった 45）。とくにブームの軸となっていた「親のスネをかじる学生」た
ちにとっては高嶺の花であった 46）。そのためもあろう、ブーム期に創刊された雑誌『サイクリングツ


































































































料は限られているが、たとえば、1952 年 7 月、荒川区役所主催の「自転車ハイク」もそのひとつであ
ろう。コースは荒川第三小学校を出発して、日光街道を通って大宮まで、そこで小憩をとり、巣鴨経
由で荒川区役所に戻る、約 80 キロであった。「小島商工課長の指揮で 4百名の参加者が赤、青、黄の
小旗をなびかせながらすべるように快走した」とあり、「銀輪隊」の列は 1キロにも及んだ 58）。
ブーム期の集団サイクリングの一例が『読売新聞』に報じられているので、紹介してみよう。1956
年 10 月 14 日、東京 500 年祭を記念して、東京都自転車振興会と読売新聞社の主催になるサイクリン
グ・イベントが開催された。コースは神宮外苑から狭山公園までの 26 キロ、医療班を含む「1600 台
の銀輪部隊」が「延々 4キロの縦隊をつくって」突っ走ったという。目的地の多摩湖畔では、のど自
慢大会やクイズ、読売新聞本社の伝書鳩をつかった鳩レースなどのアトラクションが用意された。1949




























者が殺到した。たとえば、厚生省「奨健会」主催の「百キロ夜行」なる催しが 1941 年 9 月 20 日に開
催される旨の告知が『東京朝日新聞』に掲載され、定員 500 名で参加者を募っている。その触書によ
れば、コースは多摩川溝ノ口から明治神宮西参道口まで、50 名ずつの「双輪部隊」を組んで、10 班に






三省堂店員塚田操さん（二一）ほか十一名」の参加もあり、最年少者 11 歳、最高齢者 66 歳であった。
「行軍」とか「征服」とか「集団錬成」といった厳めしい触書の文言とは裏腹に、ほのぼのとしたチー
ム名や参加者年齢層の幅の広さ、男女に等しく開かれた参加資格、さらには「親子仲よく」走る姿も

























予告報道からその模様を紹介しておこう。同年 10 月 2 日から翌年 3月までの半年間に「機甲訓練─
といえば少し厳めしすぎるが、自転車と自動車の訓練」を行うこととなった。まずは「軽機械化部隊」
として自転車訓練幹部講習会を 10 月 2 日から 3日間、各区の青少年団指導者 70 名、青年団員執統隊
220 名を神田佐久間青年学校に隣接する広場に集め、「日本自転車連盟の協力を得て組織だった訓練を
施し、自転車訓練の指導者を養成する」こととした。この指導者たちが各区にちらばり、自ら講師と
なって、1区あたり 1千名、全体で 3万 5千名の男女青少年団員（主として青年学校生徒）に「機甲
訓練の第一歩」として自転車の訓練を行うというものであった 67）。訓練の成果は、同年 11 月 16 日、
東京市青年学校連合演習で披露された。双輪中隊の軽機甲部隊による分列行進の風景が日刊紙に写真































集団サイクリングは、スポーツ振興法が制定された 1961 年（昭和 36 年）頃には「いくらか影をひ
そめて、小グループのサイクリングへ移行」していったが、学校関係者の間では 1970 年頃まで根強く
残っていたという 73）。その息の長さに鳥山は嘆息を禁じ得なかった。





































































































































Club）が英国で創設されたのが 1878 年、サイクリングの国際団体 LIAT（後の AIT）88）の結成が 1898








































































































































































































































































































































４）「静かな人気サイクリング」『朝日新聞』1967 年 11 月 22 日 . ブームの主体は青少年層であった。「とくに
ハイティーン・クラスの人気がすさまじく、昨年はこの年代だけでなんと百五十万台ものサイクリング












７）財団法人日本自転車産業振興協会編『自転車の一世紀─日本自転車産業史─』（同協会 , 1973）. 本書
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には下川浩一の書評がある。『経営史学』10 巻 2 号（1975.11）: 81-83.
８）佐野裕二『自転車の文化史─市民権のない 5,500 万台』（文一総合出版 , 1985）; 『自転車の文化史』（中
央公論社 , 中公文庫 , 1987）. 中公文庫版は、1985 年版の文庫化ではなく、全面的に加筆した別個の作品
となっている。
９）中山凡流『堺輪業協會五十年史─堺の自転車物語』（堺輪業協會 ,1984）.
10）鳥山新一『「JCAリーダー」テキスト』（日本サイクリング協会 , 1976）, 40; 鳥山新一『教育掛図自転車の
知識解説書』（日本自転車商協同組合連合会発行 , 1961）, 29-31. なお、「軽快車」は時代とともに変化し
てきたが、これと「サイクリング用車」との違いについては、鳥山『自転車の知識』20.
11）「サイクリングの歴史」『自転車産業の歩み　本紙創刊 45 周年 復刊 10 周年記念号第 1集』（日本輪界新
聞社 , 1957 年 8 月 28 日）, 79. 鳥山は、「レクリエーションとしての近代サイクリング」という表現を使っ
ており、本節のタイトルはこれに倣っている。『サイクリング事典』23.
12）「老若おしなべて特にお勧めしたいのは自転車スポーツ 理想的な健康法です」『読売新聞』1935 年 7月 3
日 .
13）鳥山新一『サイクリングハンドブック』（日本サイクリング協会 , 1980）, 14.
14）鳥山新一「わが国自動車のデザインとその変遷」『工芸ニュース』23 巻 5 号（1955.5）: 3-6;  鳥山『サイ
クリングハンドブック』（1980）, 14.
15）「春の武蔵野をゆく 自転車ハイキング」『読売新聞（夕刊）』1936 年 4 月 3 日 .
16）守谷千里「サイクリング復活」『東京時事新報』1931 年 8 月 4 日 . この史料の存在は自転車文化センター
学芸員谷田貝一男氏に教えていただいた。
17）和田文平「英国のサイクリングに就いて」『ハイキング』33 号（1935 年 3 月 20 日）: 16-17; 35 号（1935
年 5 月 31 日）: 68-70; 福島清岳「特別論講サイクリング」『ハイキング』40 ～ 50 号（1935 年 10 月～ 1936
年 8 月）. この雑誌のサイクリング史に占める重要性の指摘は次にみられるが、記述内容は不正確で、お
そらく伝聞情報に基づくものと思われる。「サイクリングの歴史」79.
18）菅沼達太郎「走るハイキング」『ハイキング』49 号（1936 年 7 月 20 日）: 18.
19）イギリスの「ライトウェイト」は、特殊鋼、軽合金を駆使した高級車種の総称であり、ホイール径が 26 
x 1 1/4 インチまたは 27 x 1 1/4 インチで、W/Oタイヤを履いたクラブモデルおよびその近縁の車種を指
している。鳥山『サイクリング事典』207-8.







23）鳥山新一『学校におけるサイクリング指導の手引』（日本サイクリング協会 , 1967）, 5. 1952 年（昭和 27
年）には、『白書』が「消費景気」と呼んだものをふつうの人びとも実感できるようになり、食料消費が
戦前のレベルを回復している。ジョン・ダワー『敗北を抱きしめて』三浦陽一，高杉忠明， 田代泰子訳
（岩波書店 , 2001）, 下:395-96.
169わが国サイクリング史の一断面
24）鳥山『サイクリングハンドブック』（1980）, 15.
25）里水不器郎「自轉車昔話」『サイクリングツァー』1956 年 8 月号 , 31.
26）「新緑の三浦半島へ 読売サイクリング・ツアー」『読売新聞』1954 年 5 月 5 日 ;「アベックに潮風 三浦半





27）Patricia Brooks, "Touring Japan's Scenic Spots by Bicycle," New York Times, March 29, 1953.
28）日本ユース・ホステル協会編『日本ユース・ホステル 20 年史』（同協会 , 1971）, 16-21.
29）里水「自轉車昔話」31.
30）「踏むペダルも軽く 富士山ろくを簡易旅行！」『朝日新聞（夕刊）』1951 年 11 月 18 日 . 日本ユース・ホ
ステル協会の設立を伝える新聞報道では、当初「約五百名の青少年を集めて第一回の自転車集団旅行を
行う」予定であったが、当日は 100 名余りの参加にとどまった。「ユース・ホステル発足」『朝日新聞』
1951 年 10 月 17 日 .
31）堺輪業協会では得意先顧客を対象に毎年自転車ツアーを企画した。『堺輪業協會五十年史』から拾ってみ
よう。1950 年 10 月、堺市役所から牛滝山まで、自転車遠乗りレクリエーション大会。1951 年 11 月、1
日に得意先三千名感謝デーを開き、3日、市役所前から天野山金剛寺まで、ペダルハイキング大会。1952







34）「高いサイクリング車」『朝日新聞』1956 年 7 月 26 日 .
35）「富士ツアー車遠乗記」『富士タイムス』東京支店、昭和 31 年 8 月 20 日号 , 4-5.
36）『富士タイムス』東京支店、昭和 32 年 9 月 20 日号 , 8; 昭和 32 年 10 月 20 日号 , 5.
37）鳥山『自転車の知識』4.
38）「躍進するサイクリング 春の展示会」『富士タイムス』東京支店、昭和 32 年 5 月 20 日号 , 4.
39）「メイド・イン東京　自転車」『朝日新聞』1956 年 4 月 1 日 .
40）「高いサイクリング車」『朝日新聞』1956 年 7 月 26 日 .
41）鳥山『自転車の知識』3-4.
42）「躍進するサイクリング春の展示会」4.
43）「サイクリングの季節到来！！」『富士タイムス』東京支店 , 1957 年 7 月 20 日 , 8.
44）鳥山『サイクリングハンドブック』（1980）, 17.
45）「高いサイクリング車」『朝日新聞』1956 年 7 月 26 日 ;「“サイクリング狂 ”時代」『朝日新聞』1957 年 5
月 15 日 .『サイクリングツアー』1957 年 5 月号は「サイクリング車買物案内」特集を組み、推奨できる
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車を価格順に掲載している。それによれば、この 2万 5千円という価格帯はほぼ中位にあたり、だいた
いの仕様は、ハイテンション鋼Wバテッド管、26 x 1 3/8 インチW/Oタイヤ、外装または内装 3段、車






年の価格が 3万 6千円であった。『富士タイムス』東京支店、昭和 31 年 9 月 20 日号 , 3.
46）「この快速車、いまのところ利用者のほとんどが親のスネをかじる学生などに多いので、売れ行きからみ
るとまだ人気はよくないらしい。」「メイド・イン東京 自転車」『朝日新聞』1956 年 4 月 1 日 .
47）「新しい車を買う人に サイクリスト座談会」『サイクリングツアー』1956 年 10 月号 , 8;「実用車の改造








































得）』（日本サイクリング協会 , 1971）, 21.
56）鳥山『自転車の知識』1.
57）鳥山『サイクリング事典』42-43.
58）「足も軽く銀輪ハイク」『読売新聞（夕刊）』1952 年 7 月 6 日 .
59）「秋を楽しむ銀輪 1,600 台 女性 200 人も元気に加わる」『読売新聞（夕刊）』1956 年 10 月 14 日 .






内好全集第 8巻』（筑摩書房 , 1980）, 281; 吉田裕『日本の軍隊─兵士たちの近代史─』（岩波書店 , 
2002）. なお、竹内の評論の初出は、「軍隊教育の問題性」『思想』1951 年 4 月号 .
62）「お次は双輪隊・百キロ夜行」『東京朝日新聞』1941 年 8 月 23 日 . この記事には、「“百キロ、無休止、夜
間走破 ”の壮挙」という勇ましい文字が躍っている。
63）「“ 双輪 ” 彩る変わり種 百粁行軍 申込二千を突破」『東京朝日新聞』1941 年 8 月 27 日 ; 「少女群や六十六
翁双輪・百キロ夜行軍」『東京朝日新聞』1941 年 9 月 21 日 ; 「六十六翁もゴール」『東京朝日新聞』1941
年 9 月 22 日 .
64）「問題の解説 目標は『労資一体』力強い産業報国運動」『東京朝日新聞』1938 年 11月 13日 ;「厚生ハイキ
ングの会」『東京朝日新聞（夕刊）』1940 年 1月 7日 ; 「敬神ハイキング」『東京朝日新聞』1940 年 2月 3日 .
65）「多摩陵へ千名ペダル参拝」『読売新聞』1941 年 11 月 4 日 .
66）板津直純「自転車の重要性  国防に大効用  意義深し十日の大行進 積極強化の独、伊、ソ」『読売新聞』
1941 年 3 月 9 日 .
67）「まづ “双輪隊 ” 帝都青少年團 機甲訓練へ第一歩」『東京朝日新聞』1941 年 10 月 1 日 . 青年学校は、1926




68）「軍国の陽の下に」『東京朝日新聞』1941 年 11 月 17 日 . このあとすぐ、同年 12 月のマレー侵攻作戦では
「銀輪部隊」が投入された。国内では銀輪部隊を主題にした歌謡曲「ペダル進軍歌」のレコードが出た。
作詞大高ひさを、作編曲山下五郎、唄小野巡「ペダル進軍歌」テイチク T3234.
69）「青少年に機甲訓練」『東京朝日新聞』1942 年 8 月 1 日 .
70）「市民自転車走行会」『読売新聞（夕刊）』1943 年 5 月 16 日 .







ニュース』1965 年 9 月 1 日号 , 4.
76）鳥山『「JCAリーダー」テキスト』10.




80）鳥山新一『サイクリング（講談社スポーツシリーズ）』改訂新版（講談社 , 1983）, 14, 22.
81）「観念的」との評言は、次の文献を参考にした。安丸良夫『現代日本思想論─歴史意識とイデオロギー』
岩波現代文庫版（岩波書店 , 2012）, 5; 中野敏男『大塚久雄と丸山眞男─動員、主体、戦争責任』（青土
社 , 2001）, 74. また、「戦後啓蒙」の歴史的文脈に即した理解は、平石直昭「理念としての近代西洋─
敗戦後二年間の言論を中心に─」『戦後思想と社会意識（戦後日本：占領と戦後改革 3）』中村政則、天








部省『中学校学習指導要領 昭和 33 年（1958）改訂版』（明治図書出版 , 1958）, 第 2章第 8 節 . なお、次
も参照。自振協『自転車の一世紀』451; 横山悦生「1958 年の技術・家庭科の学習指導 要領の普通教育と
















88）LIATはツーリングの国際団体 Liegue International des Associations Touristes の略。その後継組織が AIT





山本秀男、司会今井彬彦「座談会：サイクリングの楽しみ方」『サイクル』1959 年 3 月号 .








94）鳥山『サイクリング事典』39. この記述は、自ら企画し挑戦した 1953 年の安房峠、1956 年の乗鞍岳サイ
クリングの先駆的な取り組みを下敷きにしているのは言うまでもない。鳥山の試みは当時の日刊紙にも
紹介され、「天然色」の映像にも残された。「自転車で乗鞍を越す男女 8人が 11 日間のプラン」『朝日新
聞（夕刊）』1956 年 8 月 4 日 ; 「巷の話」『読売新聞（夕刊）』1956 年 8 月 4 日 .
95）鳥山『JCA講師必携』25.
96）鳥山新一『サイクリング入門（小学館入門百科シリーズ 19）』（小学館 , 1972）, 11. 同書の歴史コラムに、



















105）「大規模レジャー活動は 10 年後に倍増する：余暇社会への “離陸 ” が開始された」『日経ビジネス』1971
年 5 月 28 日号 , 94-99; 「レジャー維新」『日経ビジネス』1972 年 8 月 7 日号 , 31;「アウトル ック環境」
『日経ビジネス』1972 年 9 月 18 日号 , 120;「メーカーカタログにみる国産ランドナーの変遷」『旅する自
転車の本』2010 年 10 月号 , 64-69.
106）1970 年代のサイクリング人気を「戦後三回目のブーム」だと指摘する同時代史料は、「今日の問題  バ






育の科学』23 巻 7 号（1973.7）: 425-29. 引用は 428 頁から。
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An Inside History of Recreational Cycling in Japan: 




Shinichi Toriyama is one of the most compelling figures to have emerged from the cycling history in 
Japan. He has disseminated information on European recreational cycling in many ways: training 
recreation advisors through the Japan Cycling Association (JCA), writing a lot of guidebooks, 
contributing articles to cycling magazines and academic journals, and advising small and medium-sized 
workshops and mass-production makers as a consultant on the French-style touring bicycles. In this 
paper, I excavate Toriyama's biography and place it in a borader social and historical setting to explore 
what might have led him to criticize the Japanese style of mass ride originated in war-time cycling 
events, and to understand why he had promoted recreational cycling for adults.
Keywords : Shinichi Toriyama, Japan Cycling Association (JCA), leisure time, middle class, 
 modern consumer 
